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鈴
木
理
事
長
出
席
の
も
と
５
月
19
日

（
月
）
に
、
東
京
（
日
本
橋
）
で
理
事

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

鈴
木
理
事
長
は
会
議
に
際
し
「
遺
児

の
数
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
毎

年
痛
ま
し
い
海
難
事
故
に
よ
り
新
た
な

奨
学
生
も
生
じ
て
い
ま
す
。
育
英
会
の

支
援
を
必
要
と
し
て
い
る
子
供
は
１
０

０
人
を
超
え
て
い
ま
す
。
皆
さ
ま
方
か

ら
の
支
援
が
活
動
の
源
（
み
な
も
と
）

で
あ
り
、
昨
年
度
も
多
額
の
寄
附
を
い

た
だ
い
た
事
に
感
謝
い
た
し
ま
す
」
と

挨
拶
し
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
前
年
度
の
事
業
と
収
支

の
報
告
、
理
事
改
選
に
伴
う
候
補
者
を

推
薦
す
る
等
全
て
の
議
案
を
承
認
し
ま

し
た
。

２
０
２
５
年
度

通
常
（
第
１
回
）
理
事
会

　

６
月
16
日
（
月
）、
東
京
（
日
本
橋
）

で
評
議
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

公
務
に
よ
り
鈴
木
理
事
長
が
欠
席
の

た
め
坂
本
副
理
事
長
が
冒
頭
に
「
今
年
、

育
英
会
は
創
立
55
年
を
迎
え
ま
す
。
こ

の
間
、
大
勢
の
方
の
ご
支
援
に
よ
り
現

２
０
２
５
年
度

定
時
（
第
１
回
）
評
議
員
会

　

漁
業
従
事
中
の
海
難
等
の
災
害
に
よ

り
遺
児
と
な
っ
た
子
の
た
め
、
主
に
以

下
３
つ
の
事
業
を
行
っ
た
。
本
会
育
英

事
業
は
、
遺
児
が
社
会
に
出
る
ま
で
の

長
期
間
に
わ
た
り
継
続
し
た
支
援
が
必

要
な
た
め
、
安
定
し
た
事
業
運
営
が
継

続
で
き
る
よ
う
社
会
・
経
済
の
変
化
に

適
切
に
対
応
し
、
財
務
基
盤
の
充
実
と

業
務
の
改
善
に
努
め
た
。

【
１.
学
資
給
与
事
業
（
表
２
）】

（
1
）
採
用
状
況

　

奨
学
生
願
書
は
年
４
回
受
付
け
、
新

規
に
16
名
を
採
用
し
た
。

（
2
）
学
資
給
与
の
実
績

　

学
資
給
与
金
は
、
３
か
月
分
ず
つ
年

４
回
に
分
け
総
額
５
０
，
１
５
２
千
円

を
送
金
し
た
。

（
3
）
入
学
・
卒
業
記
念
品
の
贈
呈

　

入
学
・
卒
業
記
念
品
と
し
て
総
額
２
，

２
９
０
千
円
を
贈
呈
し
た
。

【
２.

奨
学
金
貸
与
事
業
】

　

２
０
１
９
年
度
か
ら
学
資
給
与
事
業

の
み
と
な
り
、
新
規
の
奨
学
金
貸
与
は

行
っ
て
い
な
い
。	

　

現
在
は
、
過
去
の
奨
学
貸
与
金
の
返

還
受
領
と
延
滞
者
へ
の
督
促
を
行
っ
て

い
る
。

　

奨
学
金
貸
与
返
還
等
の
実
績

　

奨
学
金
貸
与
の
返
還
実
績
は
、
総
額	

１
６
，
５
２
４
千
円
で
、
年
度
末
奨
学

金
貸
与
残
高
は
１
８
３
，
８
９
６
千
円

と
な
っ
た
。

【
３.

育
英
事
業
推
進
事
業
】

２
０
２
４
年
度

事

業

の

概

要
（
1
）
募
金
活
動

　

漁
船
海
難
遺
児
を
励
ま
す
全
国
協
議

会
、
地
方
協
議
会
、
水
産
関
係
団
体
等
、

Ｊ
Ｆ
グ
ル
ー
プ
の
支
援
を
受
け
て
、
財

務
基
盤
強
化
の
た
め
の
募
金
活
動
を
全

国
で
行
っ
た
。

（
2
）
普
及
指
導
活
動

①
「
育
英
会
だ
よ
り
」
の
発
行

　

年
４
回
、
遺
児
家
庭
、
励
ま
し
お
じ

さ
ん
・
お
ば
さ
ん
、
Ｊ
Ｆ
グ
ル
ー
プ
、

そ
の
他
関
係
者
に
配
布
し
た
。

②
奨
学
生
・
保
護
者
と
の
交
流
活
動

　

奨
学
生
と
保
護
者
、
奨
学
生
同
士
、

保
護
者
相
互
の
交
流
を
深
め
る
た
め
、

毎
年
、
子
供
の
夏
休
み
に
宿
泊
を
伴
う

「
ふ
れ
あ
い
旅
行
」
を
実
施
し
て
い
る
。

本
年
度
は
７
月
26
～
28
日
に
栃
木
県
茂

木
町
と
そ
の
周
辺
で
実
施
し
、
奨
学
生

８
人
、
保
護
者
５
人
の
計
13
人
が
参
加

し
た
。

③
イ
ベ
ン
ト
で
の
広
報
・
募
金
活
動

　

広
く
社
会
、
業
界
関
係
者
に
漁
船
海

難
遺
児
の
た
め
の
育
英
事
業
を
知
っ
て

も
ら
い
、
今
後
、
支
援
を
広
げ
る
た
め
、

全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
な
ど
大
型

イ
ベ
ン
ト
会
場
で
、
育
英
会
活
動
内
容

の
広
報
、
資
料
の
配
布
、
募
金
活
動
を

実
施
し
た
。

④
そ
の
他
広
報

　

本
会
の
活
動
内
容
を
多
く
の
国
民
に

知
っ
て
も
ら
い
広
く
支
援
を
得
る
た

め
、
報
道
機
関
等
へ
の
広
告
出
稿
、
取

材
等
の
協
力
を
得
る
な
ど
の
広
報
活
動

を
行
っ
た
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
常
に
最

新
の
情
報
へ
更
新
し
、
情
報
発
信
を
行

っ
た
。

（
3
）
実
態
調
査

　

中
学
校
、
高
等
学
校
等
及
び
大
学
等

の
卒
業
生
の
進
学
・
就
職
に
関
す
る
動

向
等
、
卒
業
後
の
進
路
を
調
査
し
た
。

（
図
２
～
４
参
照
）
加
え
て
、
地
励
協
の

支
援
協
力
を
得
な
が
ら
、
奨
学
生
、
遺

児
家
庭
か
ら
の
就
学
、
進
路
な
ど
に
関

す
る
相
談
に
も
対
応
し
、
奨
学
生
が
希

望
す
る
進
路
の
選
択
、
就
学
の
継
続
が

で
き
る
よ
う
支
援
し
た
。

【
４.

寄
附
金
】

（
1
）
水
色
の
羽
根
募
金
（
単
発
的
な

ご
寄
附
）

　

個
人
か
ら
大
口
の
寄
附
金
（
20
百
万

円
）
を
受
け
た
た
め
、
寄
附
金
総
額
は

62
百
万
円
と
な
っ
た
。

（表 1）学資給与事業金額表� （単位：円）
幼児

（３～５歳）
小学生 中学生 高校生等 大学生等

給
　
　
与

月 額 12,000 13,000 24,000 30,000 50,000

入 学 記 念 品 70,000 50,000 50,000 150,000

卒 業 記 念 品
（就業する者）

70,000

注：特別支援学生には、高校生等と同額の月額を20歳（条件あり）まで支給

（表2）学資給与事業の実績� （単位：千円、人）

学資給与金 入学記念品 卒業記念品 異動
（増・減）

年度末合計

継続者 新規 送金額 対象者 送金額 対象者 送金額 奨学生数 送金額

幼　児 3 1 576 - - 4 576

小学生 20 1 3,276 2 140 - 21 3,416

中学生 25 1 7,200 7 350 - 0 26(1) 7,550

高校生等 38 2 14,400 9 450 - △ 1 39(1) 14,850

大学生等 30 11 24,700 9 1,350 41 26,050

計 116 16 50,152 27 2,290 - - △ 1 131(2) 52,442

※（　）内の数字は特別支援学生数で内数である。特別支援学生は高校生等と同額を支給。

漁船海難遺児育英会
発　　行　　所

水色の羽根募金運動

〒 101-0047	東京都千代田区
内神田１丁目２番１号
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電話	03（3518）6121
FAX	03（3518）6122

再生紙使用

公　　益
財団法人

在
の
給
付
型
の
奨
学
金
制
度
が
出
来
上

が
り
ま
し
た
。
５
年
毎
に
遺
児
た
ち
が

書
く
文
集
を
作
成
中
で
、
秋
に
は
支
援

者
に
感
謝
を
込
め
て
配
付
い
た
し
ま

す
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
前
年
度
の
事
業
報
告
等
を

決
定
し
ま
し
た
。
ま
た
理
事
改
選
に
伴

う
新
た
な
理
事
、
辞
任
に
伴
う
後
任
評

議
員
を
選
任
し
ま
し
た
。

［
新
た
な
理
事
］
敬
称
略

　

鈴
木
俊
一
、
坂
本
雅
信
、
内
田
珠
一
、

髙
瀨
美
和
子
、
髙
木
安
四
郎
、
富
岡

啓
二
、
吹
上
圭
一
、
喜
田
ヒ
サ
子
、

佐
藤
重
史
、
中
島　

健
、
小
泉
与
吉
、

榎
本
智
司
、
宮
本
信
之
、
髙
橋
健
二
、

漢
那
太
作
、
以
上
再
任

　

香
川
謙
二
（
日
本
か
つ
お
・
ま
ぐ

ろ
漁
業
協
同
組
合　

代
表
理
事
組
合

長
）
新
任

［
後
任
評
議
員
］
敬
称
略

　

山
田
昌
弘
（
公
益
社
団
法
人
日
本
海

難
防
止
協
会　

常
務
理
事
）

　

滝
沢　

毅
（
全
国
都
道
府
県
教
育
委

員
会
連
合
会　

事
務
局
長
）

［
退
任
さ
れ
た
理
事
・
評
議
員
］
敬
称
略

　

圡
屋
和
（
日
本
か
つ
お
・
ま
ぐ
ろ
漁

業
協
同
組
合　

顧
問
）

　

鏡
信
春
（
公
益
社
団
法
人　

日
本
海

難
防
止
協
会　

調
査
役
）

　

飯
島
昌
夫
（
全
国
都
道
府
県
教
育
委

員
会
連
合
会　

前
事
務
局
長
）

　

退
任
さ
れ
た
理
事
・
評
議
員
の
方
に

は
、
こ
れ
ま
で
の
ご
尽
力
に
心
よ
り
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

理
事
改
選
に
伴
い
、
役
付
き
理
事
を

決
め
る
第
２
回
理
事
会
を
書
面
で
行
い

ま
し
た
。

［
役
付
理
事
］
敬
称
略

　

理
事
長　

鈴
木
俊
一

　

副
理
事
長　

坂
本
雅
信

　

専
務
理
事　

内
田
珠
一

２
０
２
５
年
度

臨
時
（
第
２
回
）
理
事
会

進学（公立） 6 0.46

進学（公立・支援） 1 0.08

進学（私立） 5 0.38

進学（私立・通信制） 1 0.08

合計 13 0.92

進学（公立）
6

46%

進学（公立・支援）
1
8%

進学（私立）
5

38%

進学（私立・通信

制）
1
8%

図図２２ 中中学学校校卒卒業業者者（（１１３３名名））
図２　中学校卒業者（13名）

進学（高校専攻科） 1 0.50

進学（専門） 1 0.09

進学（国立短大） 1 0.50

進学（私立大学） 3 0.27

就職（公務員） 1 0.09

就職（正社員） 2 0.18

浪人 2 0.18

合計 11 0.95

進学（高校専攻科）
1
9% 進学（専門）

1
9%

進学（国立短大）
1
9%

進学（私立大学）
3

28%

就職（公務員）
1
9%

就職（正社員）
2

18%

浪人
2

18%

図図３３ 高高校校等等卒卒業業者者（（１１１１名名））図３　高校等卒業者（11名）就職
（公務員）

2 0.13

就職（正社員） 6 0.40
就職
（フリーランス）

1 0.07
進学
（大学編入）

1 0.07
進学
（大学院）

1 0.07

アルバイト 2 0.13

就活中 2 0.13

合計 15 0.73

就職

（公務員）
2

13%

就職（正社員）
6

40%

就職

（フリーランス）
1
7%

進学

（大学編入）
1
7%

進学

（大学院）
1
7%

アルバイト
2

13%

就活中
2

13%

図図４４ 大大学学等等卒卒業業者者（（１１５５名名））
図４　大学等卒業者（15名）

学資給与金 52,442 0.47

返還事業費 3,735 0.03

募金活動費 1,948 0.018

普及指導費 6,239 0.06

事業管理費 36,039 0.33

一般管理費 10,033 0.09

合計 110,436 1.00

100,403

学資給与金
52,442
47.5%

返還事業費
3,735
3.4%

募金活動費
1,948
1.8%

普及指導費
6,239
5.6%

事業管理費
36,039
32.6%

一般管理費
10,033
9.1%

図図１１ 事事業業活活動動支支出出のの主主なな内内訳訳

合 計
110,436
（単位：千円）

図１　事業活動支出の主な内訳

挨拶する鈴木俊一理事長（上）、
坂本雅信副理事長（下）

（
2
）
励
ま
し
お
じ
さ
ん
・
お
ば
さ
ん

奨
学
資
金
（
期
間
等
を
決
め
た
ご
寄
附
）

　

年
度
末
数
69
名
、
２
百
万
円
の
寄
附

が
寄
せ
ら
れ
た
。
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第 195 号
　
「
奨
学
生
・
保
護
者
交
流
活
動
（
以
下
、

ふ
れ
あ
い
旅
行
）」
の
ご
案
内
（
今
年

度
対
象
全
員
）
に
対
し
、
ご
回
答
を
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
回
は
多
く
の
方
よ
り
温
か
い
お
言
葉

や
、
や
む
を
得
な
い
理
由
で
参
加
を
断

念
さ
れ
た
方
が
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

し
た
の
で
一
部
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
次
回
も
皆
さ
ん
の
良
い
思
い

出
の
一
部
に
な
れ
る
様
、
企
画
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

【
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
】

参
加　
　

22
％

不
参
加　

43
％

未
回
答　

35
％

【
参
加
者
人
数
：
子
ど
も
22
名
、
保
護

者
15
名
、
合
計
37
名
】

５
歳　
　
　

１
名
（
女
）

小
４　
　
　

１
名
（
男
）

小
６　
　
　

１
名
（
男
）

中
１　
　
　

２
名
（
男
）

中
２　
　
　

１
名
（
男
）

中
３　
　
　

２
名
（
男
）

高
１　
　
　

３
名
（
男
２
，
女
１
）

高
２　
　
　

３
名
（
男
２
，
女
１
）

高
３　
　
　

３
名
（
男
１
，
女
２
）

19
歳　
　
　

１
名
（
女
１
）

20
歳　
　
　

１
名
（
女
１
）

21
歳　
　
　

２
名
（
男
１
，
女
１
）

24
歳　
　
　

１
名
（
男
１
）

【
不
参
加
理
由
】

・
部
活
等

・
仕
事

・
日
程
が
合
わ
な
い

・
学
校
が
あ
る

・
塾

・
病
気
療
養
中

・
遠
方
の
た
め

【
事
務
局
よ
り
】

　

今
年
度
、
ふ
れ
あ
い
旅
行
の
内
容
を

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
が
、
北
海
道
・
東
北
地
方
は
夏
休
み

が
終
わ
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
今

回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
よ
り
判
明
し

ま
し
た
。
該
当
す
る
ご
家
族
の
皆
さ
ま

に
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
次
回
は
も

う
少
し
早
い
時
期
を
検
討
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

奨
学
生
・
保
護
者
交
流
活
動
行
事

「
ふ
れ
あ
い
旅
行
」（
お
便
り
）

　

６
月
４
日
（
水
）、
神
戸
市
産
業
振

興
セ
ン
タ
ー
（
兵
庫
県
神
戸
市
）
に
て

「
第
73
回
浅
海
増
殖
研
究
発
表
全
国
大

会
（
共
催
：
浅
海
増
殖
研
究
中
央
協
議

会
・
全
国
海
苔
貝
類
漁
業
協
同
組
合
連

合
会
）」
が
開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら
海

苔
生
産
者
等
約
２
５
０
名
が
集
結
し
ま

し
た
。

　

こ
の
大
会
は
ノ
リ
生
産
者
を
は
じ
め

と
す
る
浅
海
増
養
殖
業
者
の
年
に
一
度

の
祭
典
と
し
て
、
第
１
回
大
会
が
１
９

５
１
（
昭
和
26
）
年
に
水
産
庁
会
議
室

で
開
催
さ
れ
て
以
来
毎
年
開
催
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
続
け
ら
れ
て
き
た
全
国
大

会
は
、
漁
業
者
同
士
の
交
流
の
場
と
し

て
、
ま
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
の
場
と

し
て
大
い
に
役
立
ち
、
特
に
若
い
ノ
リ

生
産
者
の
方
に
は
、
発
表
さ
れ
た
数
多

く
の
成
果
を
引
き
継
ぎ
、
更
に
発
展
向

上
と
浅
海
漁
業
の
振
興
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
会
に
お
い
て
は
、
主
催
者
様
の
ご
厚

意
に
よ
り
会
場
入
口
に
て
募
金
活
動
を

行
い
、
来
場
さ
れ
た
皆
さ
ま
よ
り
温
か
い

ご
支
援
を
賜
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

大
会

主
催
者

様
は
じ

め
、
ご

支
援
・

ご
協
力

い
た
だ

い
た
多

く
の
皆

さ
ま
に

心
よ
り

御
礼
申

し
上
げ

ま
す
。

第
73
回

浅
海
増
殖
研
究
発
表
全
国
大
会

　

５
月
15
日
（
木
）、
本
会
事
務
所
（
東

京
都
千
代
田
区
）
に
て
「
２
０
２
５
年

度
第
１
回
奨
学
生
選
考
委
員
会
」
を
開

催
し
、
給
与
奨
学
生
出
願
者
（
４
月
25

日
締
切
）
の
選
考
に
つ
い
て
審
議
し
ま

し
た
。
こ
の
結
果
、
中
学
生
１
名
、
高

校
生
２
名
、
大
学
生
等
７
名
、
計
９
名

の
採
用
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
新
規
奨
学
生
を
加
え
た
６
月

末
現
在
の
奨
学
生
数
は
、
別
表
（
最
終

頁
記
載
）「
都
道
府
県
別
奨
学
生
数
」
の

と
お
り
で
す
。

２
０
２
５
年
度

第
１
回
奨
学
生
選
考
委
員
会

　

７
月
16
日
か
ら
31
日
ま
で
の
16
日

間
、「
全
国
海
難
防
止
強
調
運
動
（
主

催
：
公
益
社
団
法
人
日
本
海
難
防
止
協

会
、
公
益
財
団
法
人
海
上
保
安
協
会
、

海
上
保
安
庁
）」（
運
動
名
「
海
の
事
故

ゼ
ロ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
が
実
施
さ
れ
ま

す
。

　

こ
の
運
動
は
、「
海
難
ゼ
ロ
へ
の
願

い
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
官
民
の
関
係

者
が
一
体
と
な
っ
て
展
開
す
る
海
難
防

止
の
全
国
運
動
で
す
。

ア
〈
小
型
船
舶
の
海
難
防
止
〉
に
関
す

る
推
進
項
目

（
ア
）�プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
の
発
航
前
検

査
の
徹
底
及
び
整
備
事
業
者
等
に

よ
る
定
期
的
な
点
検
整
備
の
推
奨

　

令
和
６
年
の
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
に

よ
る
船
舶
事
故
は
８
５
３
隻
で
、
前
年

か
ら
37
隻
減
少
し
た
も
の
の
、
依
然
と

し
て
船
舶
事
故
全
体
の
約
5
割
を
占
め

て
い
る
。
特
に
、
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト

全
国
海
難
防
止
強
調
運
動

の
海
難
種
類
別
で
割
合
の
高
い
傾
向
に

あ
る
機
関
故
障
は
１
８
７
隻
で
、
前
年

か
ら
29
隻
減
少
し
て
い
る
も
の
の
、
引

き
続
き
、
発
航
前
検
査
の
徹
底
を
図
る

と
と
も
に
整
備
事
業
者
等
に
よ
る
定
期

的
な
点
検
整
備
の
重
要
性
に
つ
い
て
積

極
的
に
周
知
啓
発
し
、
運
航
者
の
安
全

意
識
の
一
層
の
向
上
を
図
る
。

（
イ
）�漁
船
の
適
切
な
見
張
り
及
び
気
象

海
象
の
把
握
の
徹
底

　

令
和
６
年
の
漁
船
の
船
舶
事
故
は
４

７
２
隻
で
、
前
年
か
ら
64
隻
増
加
し
て

お
り
、
船
舶
事
故
全
体
の
26
％
を
占
め

て
い
る
。
漁
船
の
船
舶
事
故
は
衝
突
に

よ
る
も
の
が
最
多
で
あ
り
、
そ
の
原
因

は
、
見
張
り
不
十
分
に
よ
る
も
の
が
最

も
多
い
。
ま
た
、
死
者
・
行
方
不
明
者

を
伴
う
船
舶
事
故
の
47
％
を
漁
船
が
占

め
て
お
り
、
そ
の
原
因
は
、
気
象
海
象

の
不
注
意
か
ら
生
じ
る
転
覆
に
よ
る
も

の
が
多
い
こ
と
か
ら
、
適
切
な
見
張
り

及
び
気
象
海
象
の
把
握
の
徹
底
を
図

る
。
ま
た
、
Ａ
Ｉ
Ｓ
搭
載
義
務
の
無
い

小
型
漁
船
に
つ
い
て
も
、
Ａ
Ｉ
Ｓ
を
搭

載
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
船
の
動
静
を

大
型
船
に
容
易
に
認
識
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
る
な
ど
事
故
防
止
に
寄
与
す
る
た

め
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
活
用
な
ど
に
よ

り
Ａ
Ｉ
Ｓ
搭
載
の
推
進
に
つ
い
て
の
周

知
・
啓
発
に
努
め
る
。

（
ウ
）�多
様
化
・
活
発
化
す
る
マ
リ
ン
レ

ジ
ャ
ー
の
安
全
対
策

　

令
和
６
年
の
マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
活
動

に
伴
う
人
身
事
故
者
数
は
８
３
０
人

で
、
前
年
か
ら
28
人
減
少
し
た
。
近

年
、
カ
ヌ
ー
・
Ｓ
Ｕ
Ｐ
等
の
マ
リ
ン
レ

ジ
ャ
ー
が
多
様
化
・
活
発
化
し
て
お

り
、
こ
れ
ら
は
小
型
船
舶
操
縦
士
免
許

や
検
査
が
不
要
な
も
の
が
多
く
海
に
関

す
る
基
礎
知
識
が
少
な
い
者
が
利
用
し

て
い
る
こ
と
も
あ
る
た
め
、
マ
リ
ン
レ

ジ
ャ
ー
ご
と
に
安
全
情
報
等
を
総
合
安

全
情
報
サ
イ
ト
「
ウ
ォ
ー
タ
ー
セ
ー
フ

テ
ィ
ガ
イ
ド
」
の
普
及
啓
発
や
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
の
配
布
、
動
画
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等

を
用
い
た
情
報
発
信
等
を
積
極
的
に
行

い
、
マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
愛
好
者
の
安
全

意
識
の
向
上
を
図
る
。

（
エ
）�海
の
安
全
情
報
を
利
活
用
し
た
啓
発

　

プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
や
漁
船
等
の
操

縦
者
、
海
水
浴
や
釣
り
等
の
マ
リ
ン
レ

ジ
ャ
ー
愛
好
者
に
対
し
て
、
気
象
・
海

象
の
現
況
、
気
象
庁
が
発
表
す
る
気
象

警
報
・
注
意
報
等
を
海
の
安
全
情
報
に

て
発
信
す
る
こ
と
で
、
安
全
意
識
の
向

上
を
図
る
。

イ
〈
見
張
り
の
徹
底
及
び
船
舶
間
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
促
進
〉
に
関
す

る
推
進
項
目

　

令
和
６
年
の
総
ト
ン
数
20
ト
ン
以
上

の
船
舶
事
故
隻
数
は
３
６
６
隻
で
、
前

年
か
ら
25
隻
増
加
し
て
お
り
、
事
故
種

類
別
で
は
依
然
と
し
て
衝
突
が
最
多

で
、
31
％
を
占
め
て
い
る
。
引
き
続
き
、

貨
物
船
や
タ
ン
カ
ー
等
の
大
型
船
舶
に

よ
る
衝
突
海
難
を
防
止
す
る
た
め
、
次

の
事
項
に
重
点
を
置
き
、
常
時
適
切
な

見
張
り
の
徹
底
や
船
舶
間
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
促
進
に
か
か
る
意
識
の

啓
発
を
図
る
。

（
ア
）�常
時
適
切
な
見
張
り
の
徹
底

　

相
手
船
の
存
在
を
認
識
し
て
い
る
に

も
関
わ
ら
ず
、
不
適
切
な
進
行
に
よ
り

衝
突
に
至
る
事
故
が
多
い
こ
と
か
ら
、

Ｂ
Ｒ
Ｍ
の
徹
底
を
図
る
と
と
も
に
、
船

員
間
に
て
互
い
に
確
認
し
、
常
時
適
切

な
見
張
り
の
徹
底
を
図
る
。

（
イ
）�船
舶
間
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

促
進

　

次
に
よ
り
、
早
期
に
船
舶
間
の
意
思

疎
通
を
図
り
、
相
手
船
の
動
向
を
把
握

す
る
こ
と
で
、
適
切
な
操
船
を
行
う
。

・	

早
め
に
相
手
船
に
わ
か
り
や
す
い
動

作
を
と
る

・	

Ｖ
Ｈ
Ｆ
や
汽
笛
信
号
等
を
活
用
す
る

・	

Ａ
Ｉ
Ｓ
情
報
を
活
用
す
る
と
と
も
に
、

正
し
い
情
報
を
入
力
す
る

（
ウ
）�漁
ろ
う
中
の
船
舶
と
の
衝
突
防
止

　

漁
ろ
う
中
の
船
舶
は
、
投
揚
網
、
漁

場
移
動
等
に

伴
い
急
な
発

進
・
停
止
等

不
測
の
動
き

を
す
る
場
合

が
あ
る
こ
と

か
ら
、
特
に

動
静
に
留
意

し
、
早
期
か

つ
大
幅
な
避

航
を
心
掛
け

る
。

ウ
〈
ラ
イ
フ

ジ
ャ
ケ
ッ
ト

の
常
時
着
用

等
自
己
救
命
策
の
確
保
〉
に
関
す
る
推

進
項
目

　

海
中
転
落
し
た
乗
船
者
の
安
全
を
確

保
す
る
た
め
に
、
①
浮
力
の
確
保
、
②

連
絡
手
段
の
確
保
、
③
速
や
か
な
救
助

要
請
と
い
う
３
点
が
重
要
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
、
漁
船
及

び
遊
漁
船
等
に
対
し
自
己
救
命
策
の
確

保
（
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
常
時
着
用
及

び
防
水
パ
ッ
ク
入
り
携
帯
電
話
等
の
連

絡
手
段
の
確
保
並
び
に
「
１
１
８
番
」

や
「
Ｎ
Ｅ
Ｔ
１
１
８
」
の
活
用
、
ま
た

Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能
を
「
Ｏ
Ｎ
」
と
し
た
携
帯

電
話
に
よ
る
通
報
）
に
関
す
る
周
知
徹

底
を
図
る
。

　

加
え
て
、
事
故
発
生
時
に
お
け
る
早

期
の
通
報
、
ひ
い
て
は
迅
速
な
救
助
に

つ
な
げ
る
た
め
、
家
族
や
友
人
、
関
係

者
に
目
的
地
や
帰
宅
時
間
を
事
前
に
伝

え
、
現
在
位
置
を
定
時
連
絡
す
る
こ
と

も
有
効
で
あ
る
と
周
知
す
る
。

　

な
お
、
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
着
用

に
つ
い
て
は
、
船
舶
職
員
及
び
小
型
船

舶
操
縦
者
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に

よ
り
、
小
型
船
舶
に
乗
船
す
る
者
へ
義

務
範
囲
が
拡
大
さ
れ
た
こ
と
も
踏
ま
え

た
推
進
活
動
を
実
施
す
る
。

エ
〈
ふ
く
そ
う
海
域
等
の
安
全
性
の
確

保
〉
に
関
す
る
推
進
項
目

　

異
常
気
象
等
に
起
因
す
る
船
舶
事
故

を
防
止
す
る
た
め
の
制
度
に
つ
い
て
、

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
走

錨
事
故
防
止
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
等
）
を

活
用
し
、
本
制
度
の
理
解
促
進
を
図
る

と
と
も
に
、
最
新
の
気
象
・
海
象
情
報

の
入
手
な
ど
事
故
防
止
に
係
る
取
組
の

徹
底
を
図
る
。
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2
0
2
5
年
３
月
、
西
華
産
業
株
式

会
社
と
グ
ル
ー
プ
会
社
で
あ
る
セ
イ
カ

ダ
イ
ヤ
エ
ン
ジ
ン
株
式
会
社
、
敷
島
機

器
株
式
会
社
よ
り
共
同
で
２
百
万
円
の

ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

舶
用
エ
ン
ジ
ン
の
販
売
事
業
を
手
掛

け
る
企
業
グ
ル
ー
プ
と
し
て
、
本
会
事

業
の
趣
旨
に
賛
同
さ
れ
、
ご
寄
附
を
い

た
だ
く
事
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
ご
寄
附
に
対
す
る
謝
意
を
お
伝

え
す
る
た
め
、
４
月
、
東
京
丸
の
内
の

西
華
産
業

を
訪
ね
、

本
会
内
田

専
務
か
ら

西
華
産
業

の
増
田
常

務
へ
感
謝

状
を
お
渡

し
し
ま
し

た
。

　

2
0
2
4
年
10
月
、
大
山
株
式
会
社	

大
山
孝
勇
氏
か
ら
ご
寄
附
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

大
山
氏
は
、
鈴
木
善
幸
前
理
事
長
と

の
親
交
が
深
く
、
ま
た
ご
自
身
も
真
珠

養
殖
を
し
て
い
た
経
緯
か
ら
「
今
で
き

る
支
援
と
し
て
海
難
遺
児
の
た
め
に

と
」
ご
寄
附
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
６
月
、
自
民
党
総
務
会
長
室
に

て
、
本
会
鈴
木
俊
一
理
事
長
か
ら
大
山

氏
へ
感
謝

状
を
お
渡

し
し
、「
大

切
に
使
わ

せ
て
い
た

だ
き
ま

す
」
と
謝

意
を
お
伝

え
し
ま
し

た
。

ご
寄
附
の
お
礼

　

２
０
２
５
年
３
月
か
ら
５
月
ま
で
に

ご
寄
附
を
頂
い
た
皆
さ
ま
の
ご
芳
名

（
敬
称
略
）
を
掲
げ
、
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

〔
３
月
〕
◎
北
海
道
▽
本
間
雅
彦
◎
青

森
県
▽
野
呂
英
樹
◎
岩
手
県
▽
若
狭
み

か
子
◎
山
形
県
▽
佐
藤
明
美
◎
茨
城
県

▽
伊
集
院
兼
丸
▽
髙
瀨
美
和
子
◎
埼
玉

県
▽
岩
山
裕
史
▽
小
林
哲
朗
▽
西
田
耕

太
郎
▽
深
瀨
茂
哉
▽
松
本
安
裕
◎
千
葉

県
▽
石
山
新
悟
▽
岩
下
巧
▽
内
田
珠
一

▽
大
類
裕
久
▽
新
塘
博
文
▽
中
島
健
▽

檜
垣
浩
輔
▽
若
林
満
◎
東
京
都
▽
上
野

新
治
▽
岡
部
典
子
▽
梶
山
千
草
▽
勝
野

輝
美
▽
河
南
健
▽
木
村
吉
男
▽
㈱
洸
洋

代
表
取
締
役	

礒
野
洋
志
▽
髙
田
明
生
▽

戸
田
滿
弘
▽
㈱
日
本
バ
リ
ア
フ
リ
ー
▽

長
谷
成
人
▽
廣
野
淳
▽
水
田
正
和
▽
森

健
▽
山
下
恭
助
◎
神
奈
川
県
▽
石
川
和

彦
▽
井
上
清
和
▽
越
智
豊
子
▽
黒
萩
真

悟
▽
樋
口
知
路
▽
三
木
奈
都
子
▽
森
本

哲
也
▽
山
本
道
郎
◎
京
都
府
▽
北
村
卓

大
◎
大
阪
府
▽
道
本
孝
治
◎
兵
庫
県
▽

三
木
周
子
◎
山
口
県
▽
熊
谷
佐
枝
子
◎

佐
賀
県
▽
久
米
正
剛
◎
長
崎
県
▽
川
端

京
子

〔
４
月
〕
◎
北
海
道
▽
本
間
雅
彦
◎
青

森
県
▽
野
呂
英
樹
◎
岩
手
県
▽
若
狭
み

か
子
◎
山
形
県
▽
佐
藤
明
美
◎
茨
城
県

▽
伊
集
院
兼
丸
▽
髙
瀨
美
和
子
◎
埼
玉

県
▽
岩
山
裕
史
▽
小
林
哲
朗
▽
西
田
耕

太
郎
▽
深
瀨
茂
哉
▽
松
本
安
裕
◎
千
葉

県
▽
石
山
新
悟
▽
岩
下
巧
▽
内
田
珠
一

▽
大
類
裕
久
▽
新
塘
博
文
▽
中
島
健
▽

檜
垣
浩
輔
▽
若
林
満
◎
東
京
都
▽
上
野

新
治
▽
岡
部
典
子
▽
梶
山
千
草
▽
勝
野

輝
美
▽
河
南
健
▽
木
部
茂
德
▽
木
村
吉

男
▽
㈱
洸
洋
代
表
取
締
役	

礒
野
洋
志
▽

髙
田
明
生
▽
戸
田
滿
弘
▽
㈱
日
本
バ
リ

ア
フ
リ
ー
▽
廣
野
淳
▽
本
川
一
善
▽
水

田
正
和
▽
森
健
▽
山
下
恭
助
◎
神
奈
川

県
▽
石
川
和
彦
▽
井
上
清
和
▽
越
智
豊

子
▽
黒
萩
真
悟
▽
樋
口
知
路
▽
三
木
奈

都
子
▽
森
本
哲
也
▽
山
本
道
郎
◎
京
都

府
▽
北
村
卓
大
◎
兵
庫
県
▽
三
木
周
子

◎
山
口
県
▽
熊
谷
佐
枝
子
◎
佐
賀
県
▽

久
米
正
剛
◎
長
崎
県
▽
川
端
京
子

〔
５
月
〕
◎
北
海
道
▽
本
間
雅
彦
◎
青

森
県
▽
野
呂
英
樹
◎
岩
手
県
▽
若
狭
み

か
子
◎
山
形
県
▽
佐
藤
明
美
◎
茨
城
県

▽
伊
集
院
兼
丸
▽
髙
瀨
美
和
子
◎
埼
玉

県
▽
岩
山
裕
史
▽
小
林
哲
朗
▽
西
田
耕

太
郎
▽
深
瀨
茂
哉
▽
松
本
安
裕
◎
千
葉

県
▽
石
山
新
悟
▽
岩
下
巧
▽
内
田
珠
一

▽
大
類
裕
久
▽
新
塘
博
文
▽
田
中
郁
也

▽
中
島
健
▽
檜
垣
浩
輔
▽
若
林
満
◎
東

京
都
▽
上
野
新
治
▽
岡
部
典
子
▽
梶
山

千
草
▽
勝
野
輝
美
▽
河
南
健
▽
木
村
吉

男
▽
㈱
洸
洋
代
表
取
締
役	

礒
野
洋
志
▽

髙
田
明
生
▽
戸
田
滿
弘
▽
㈱
日
本
バ
リ

ア
フ
リ
ー
▽
廣
野
淳
▽
本
川
一
善
▽
水

田
正
和
▽
森
健
▽
山
下
恭
助
◎
神
奈
川

県
▽
石
川
和
彦
▽
井
上
清
和
▽
越
智
豊

子
▽
黒
萩
真
悟
▽
樋
口
知
路
▽
三
木
奈

都
子
▽
森
本
哲
也
▽
山
崎
い
づ
み
▽
山

本
道
郎
◎
京
都
府
▽
北
村
卓
大
◎
兵
庫

県
▽
三
木
周
子
◎
山
口
県
▽
熊
谷
佐
枝

子
◎
佐
賀
県
▽
久
米
正
剛
◎
長
崎
県
▽

川
端
京
子

１
、
漁
協
系
統
募
金
（
各
都
道
府
県
の

漁
連
、
信
漁
連
等
で
構
成
す
る
「
漁
船

海
難
遺
児
を
励
ま
す
地
方
協
議
会
（
略

称
・
地
励
協
）」
等
で
取
り
扱
っ
た
分
で
、

一
般
寄
附
を
含
み
ま
す
。）

〔
３
月
〕
◎
北
海
道
▽
Ｊ
Ｆ
羅
臼	

定
置

青
年
会
―
活
動
収
益
金
の
一
部
▽
漁
船

海
難
遺
児
を
励
ま
す
運
動
北
海
道
特
別

委
員
会
―
Ｊ
Ｆ
北
海
道
女
性
連
分
を
含

む
▽
北
海
道
漁
協
青
年
部
連
絡
協
議
会

―
第
62
回
全
道
漁
協
青
年
部
大
会
◎
青

森
県
▽
㈱
ホ
リ
エ
イ
◎
岩
手
県
▽
Ｊ
Ｆ

岩
手
県
女
性
連
◎
山
形
県
▽
Ｊ
Ｆ
山
形

県
女
性
部
◎
福
島
県
▽
Ｊ
Ｆ
福
島
県
女

性
連
◎
茨
城
県
▽
Ｊ
Ｆ
茨
城
沿
海
地
区

漁
連
◎
千
葉
県
▽
Ｊ
Ｆ
銚
子
市
▽
Ｊ
Ｆ

東
日
本
信
漁
連
―
寄
付
金
型
定
期
貯
金

「
Ｊ
Ｆ
水
色
の
羽
根
定
期
貯
金
」
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
募
金
▽
平
島
孝
一
郎
―
旭
日
小

綬
章
受
章
に
際
し
て
◎
東
京
都
▽
に
い

じ
ま
（
式
根
島
）
女
性
部
▽
Ｊ
Ｆ
東
京

漁
連
◎
神
奈
川
県
▽
漁
船
海
難
遺
児
を

励
ま
す
神
奈
川
県
協
議
会
◎
富
山
県
▽

Ｊ
Ｆ
く
ろ
べ
―
自
販
機
売
上
一
部
―
㈱

ワ
ン
ハ
ー
ト
経
由
▽
Ｊ
Ｆ
魚
津
◎
静
岡

県
▽
Ｊ
Ｆ
静
岡
漁
連
▽
南
駿
河
湾
漁
業

協
同
組
合
女
性
部
◎
福
井
県
▽
漁
船
海

難
遺
児
を
励
ま
す
福
井
県
協
議
会
◎
三

重
県
▽
漁
船
海
難
遺
児
を
励
ま
す
三
重

県
協
議
会
▽
Ｊ
Ｆ
三
重
県
女
性
連
◎
京

都
府
▽
漁
船
海
難
遺
児
を
励
ま
す
京
都

地
方
協
議
会
◎
兵
庫
県
▽
Ｊ
Ｆ
兵
庫
県

女
性
連
◎
島
根
県
▽
漁
船
海
難
遺
児
を

励
ま
す
島
根
県
地
方
協
議
会
◎
広
島
県

▽
Ｊ
Ｆ
広
島
漁
連
▽
Ｊ
Ｆ
阿
賀
▽
Ｊ
Ｆ

音
戸
▽
Ｊ
Ｆ
宮
島
▽
Ｊ
Ｆ
広
島
市
▽
Ｊ

Ｆ
江
田
島
▽
Ｊ
Ｆ
切
串
▽
Ｊ
Ｆ
東
江
▽

Ｊ
Ｆ
美
能
◎
山
口
県
▽
じ
ゃ
け
え
笠
戸

島
代
表	

宮
本
裕
子
▽
宇
部
岬
げ
ん
し
き

網
実
行
組
合	

枡
井
国
雄
▽
山
口
県
漁
協

青
壮
年
部
連
合
会
▽
山
口
県
漁
協
柳
井

支
店
女
性
部	

大
野
▽
Ｊ
Ｆ
山
口	

本
店
、

阿
武
支
店	

宇
田
郷
支
所
、安
下
庄
支
店
、

伊
崎
支
店
、
宇
部
岬
支
店
、
蓋
井
島
支

店
、
吉
見
支
店
、
吉
佐
支
店
、
見
島
支

店
、
三
見
支
店
、
柳
井
支
店
、
六
連
島

支
店
◎
愛
媛
県
▽
パ
ー
ル
フ
ェ
ア
▽
愛

媛
県
漁
業
共
済
組
合
―
ぎ
ょ
さ
い
創
設

60
周
年
記
念
式
典
▽
Ｊ
Ｆ
え
ひ
め	

う
わ

う
み
支
所
、
ひ
う
ち
支
所
、
宇
和
島
支

所
、渦
浦
支
所
、下
灘
支
所
、下
波
支
所
、

河
原
津
支
所
、
垣
生
支
所
、
関
前
支
所
、

岩
城
生
名
支
所
、
菊
間
支
所
、
宮
窪
支

所
、
弓
削
支
所
、
魚
島
支
所
、
高
浜
支

所
、今
治
支
所
、今
出
支
所
、桜
井
支
所
、

三
浦
支
所
、
三
崎
支
所
、
志
津
見
支
所
、

新
居
浜
支
所
、
壬
生
川
支
所
、
西
条
支

所
、
川
之
江
支
所
、
多
喜
浜
支
所
、
大

浜
支
所
、
中
島
三
和
支
所
、
中
島
支
所
、

伯
方
支
所
、
北
条
支
所
、
北
灘
支
所
、

明
浜
支
所
、
遊
子
支
所
、
和
気
支
所
▽

愛
媛
県
青
年
漁
業
者
連
絡
協
議
会
▽
漁

船
海
難
遺
児
を
励
ま
す
愛
媛
県
協
議
会

▽
佐
々
木
光
昭
◎
高
知
県
▽
Ｊ
Ｆ
高
知

県
女
性
連
◎
福
岡
県
▽
佐
藤
政
俊
▽
Ｊ

Ｆ
福
岡
ぎ
ょ
れ
ん
◎
福
岡
県
有
明
▽
Ｊ

Ｆ
大
和
―
Ｊ
Ｆ
福
岡
ぎ
ょ
れ
ん
経
由
◎

長
崎
県
▽(

一
社)
長
崎
県
水
産
加
工

振
興
協
会
▽
漁
船
海
難
遺
児
を
励
ま
す

全
国
協
議
会	

長
崎
県
事
務
局
◎
熊
本
県

▽
Ｊ
Ｆ
住
吉
◎
鹿
児
島
県
▽
Ｊ
Ｆ
市
来

町
▽
鹿
児
島
ま
ぐ
ろ
同
友
会
▽
Ｊ
Ｆ
鹿

児
島
県
女
性
連
▽
Ｊ
Ｆ
鹿
児
島
漁
連

〔
４
月
〕
◎
宮
城
県
▽
Ｊ
Ｆ
み
や
ぎ	
唐

桑
支
所
―
鳥
羽
一
郎	

第
93
回
漁
船
海
難

遺
児
チ
ャ
リ
テ
ィ
漁
港
コ
ン
サ
ー
ト
募

金
（
第
39
回
リ
ア
ス
牡
蛎
ま
つ
り
唐
桑
）

◎
千
葉
県
▽
Ｊ
Ｆ
富
津
―
自
販
機
売
上

一
部
―
コ
カ
・
コ
ー
ラ
ボ
ト
ラ
ー
ズ

ジ
ャ
パ
ン
㈱
経
由
◎
東
京
都
▽
三
田
会

長
を
偲
ぶ
会
▽
㈲
船
宿	

豆
や
◎
富
山
県

▽
Ｊ
Ｆ
く
ろ
べ
―
自
販
機
売
上
一
部
―

㈱
ワ
ン
ハ
ー
ト
経
由
◎
佐
賀
県
有
明
▽

漁
協
職
員
互
助
会
―
解
散
に
よ
る
◎
沖

縄
県
▽
Ｊ
Ｆ
糸
満
／(

資)

カ
ワ
ヒ
ラ

商
会
―
自
販
機
売
上
一
部
―
ダ
イ
ド
ー

ド
リ
ン
コ
㈱
沖
縄
オ
フ
ィ
ス
経
由
▽
柴

田
哲
也

〔
５
月
〕
◎
北
海
道
▽
深
山
和
彦
―
お

母
上
様
の
ご
葬
儀
に
あ
た
り
◎
富
山
県

▽
Ｊ
Ｆ
く
ろ
べ
―
自
販
機
売
上
一
部
―

㈱
ワ
ン
ハ
ー
ト
経
由
▽
Ｊ
Ｆ
と
や
ま
市	

岩
瀬
支
所
◎
香
川
県
▽
寒
川
昌
彦
―
お

父
上
様
の
ご
逝
去
に
際
し
香
典
返
し
と

し
て

２
、
一
般
寄
附

〔
３
月
〕
◎
北
海
道
▽
清
水
泰
◎
東
京

都
▽
第
30
回
全
国
青
年
・
女
性
漁
業
者

交
流
大
会
募
金
▽(

一
社)

全
国
漁
業

就
業
者
確
保
育
成
セ
ン
タ
ー
―
第
30
回

全
国
青
年
・
女
性
漁
業
者
交
流
大
会
物

販
売
上
金
の
一
部
ほ
か
▽(

一
社)

全

国
底
曳
網
漁
業
連
合
会
▽
海
洋
土
木
㈱

▽
阪
井
光
平
▽
西
華
産
業
㈱
／
セ
イ
カ

ダ
イ
ヤ
エ
ン
ジ
ン
㈱
／
敷
島
機
器
㈱
▽

大
城
朋
江
▽
日
本
漁
船
保
険
組
合
▽
鈴

木
和
子
◎
神
奈
川
県
▽
国
交
省	

関
東
運

輸
局
◎
山
梨
県
▽
北
里
大
学
海
洋
生
命

科
学
部
同
窓
会	

三
水
会
◎
長
崎
県
▽
壱

岐
地
区
漁
業
士
会
◎
熊
本
県
▽
中
村
祐

一
◎
そ
の
他
▽
橋
詰
憲
孝

〔
４
月
〕
◎
北
海
道
▽
清
水
泰
◎
岩
手
県

▽
金
沢
漁
業
㈱
代
表
取
締
役	

金
澤
真
里

子
◎
埼
玉
県
▽
植
松
千
代
子
◎
東
京
都

▽
阪
井
光
平
▽
石
渡
美
佳
▽
川
原
明
子

▽
農
林
中
央
金
庫
▽
鈴
木
和
子
◎
富
山

県
▽
布
目
久
幸
◎
大
阪
府
▽
松
井
優
紀

子
◎
鳥
取
県
▽
浜
野
茂
夫
◎
福
岡
県
▽

(

一
社)

福
岡
市
中
央
卸
売
市
場
鮮
魚
市

場
協
会
／
福
岡
市
鮮
魚
仲
卸
協
同
組
合

―
自
販
機
売
上
一
部
―
コ
カ
・
コ
ー
ラ

ボ
ト
ラ
ー
ズ
ジ
ャ
パ
ン
㈱
経
由
◎
鹿
児

島
県
▽
全
国
海
友
婦
人
会	

羽
島
支
部
◎

そ
の
他
▽
マ
ツ
バ
ラ	

ユ
カ
リ

〔
５
月
〕
◎
北
海
道
▽
清
水
泰
◎
東
京

都
▽
阪
井
光
平
▽
片
岡
亮
▽
鈴
木
和
子

◎
神
奈
川
県
▽
㈱
中
冷
◎
奈
良
県
▽
川

邉
一
郎
◎
鳥
取
県
▽
浜
野
茂
夫
◎
福
岡

県
▽
内
浜
落
語
会
◎
そ
の
他
▽
ハ
マ
マ

ツ	

ノ
リ
ヨ
シ

※
寄
附
金
は
、
全
て
公
益
目
的
事
業
で
あ

る
漁
船
海
難
遺
児
等
に
対
す
る
修
学
助
成

事
業
に
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

＊
長
い
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
無
事
に
就
職
す
る
事
が
出
来
ま
し

た
。
お
世
話
に
な
り
ま
し
た

�

（
和
歌
山　

高
卒
）

＊
今
ま
で
、
本
当
に
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。
自
分
の
夢
に
向
か
っ
て
、
歩
み

出
す
事
が
出
来
て
、
感
謝
の
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
で
す�

（
岩
手　

専
卒
）

＊
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

�

（
岩
手　

大
卒
）

＊
長
い
間
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
感
謝
、
感
謝
で
す
。

�

（
愛
媛　

大
卒
）

＊
今
ま
で
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
大
変
助
か
り
ま
し
た

�

（
北
海
道　

高
卒
）

＊
福
岡
の
専
門
学
校
を
卒
業
し
、
こ
の

４
月
よ
り
体
育
大
学
に
３
年
次
編
入
で

入
学
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
学
問
、

ス
ポ
ー
ツ
、
部
活
（
硬
式
野
球
部
）
と
、

が
ん
ば
っ
て
い
き
ま
す
。
い
つ
も
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。�

（
鹿
児
島　

大
3
）

＊
小
学
１
年
生
か
ら
、
大
学
４
年
生
ま

で
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
無
事
、

卒
業
し
、
就
職
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
社
会
人
と
し
て
、
が
ん
ば
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

�

（
鹿
児
島　

大
卒
）

＊
こ
れ
ま
で
沢
山
の
ご
支
援
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。�

（
青
森　

高
卒
）

＊
長
年
に
わ
た
り
ご
支
援
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

�

（
長
崎　

専
卒
）

＊
本
日
（
３
月
25
日
）
大
学
院
を
卒
業

し
ま
し
た
。
４
月
か
ら
社
会
人
と
し
て

皆
様
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
頑

張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

（
佐
賀　

大
院
卒
）

西
華
産
業（
株
）グ
ル
ー
プ
よ
り

ご
寄
附
　
感
謝
状
贈
呈

大
山
株
式
会
社 

大
山
孝
勇
氏
よ
り

ご
寄
附
　
感
謝
状
贈
呈
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育 英 会 だ よ り 2025年７月１日（ 4）

漁 船 海 難 遺 児 に 愛 の 手 を ! ! 　 水 色 の 羽 根 募 金

第 195 号

▼
皆
さ
ん
、
進
級
、
進
学
、
ご
就
職
等

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
ろ
そ
ろ

慣
れ
て
き
て
楽
し
く
な
っ
て
き
て
い
る

方
、
い
ろ
い
ろ
あ
っ
て
ど
う
し
て
良
い

か
悩
ん
で
い
る
方
と
様
々
で
す
よ
ね
。

う
ち
の
娘
は
社
会
人
１
年
生
で
、
後
者

の
方
で
す
。
充
実
し
て
い
る
時
も
あ
り

ま
す
が
、
泣
い
て
い
る
時
、
悩
ん
で
い

る
姿
を
み
る
と
自
分
が
新
人
の
こ
ろ
を

思
い
出
し
ま
す
。

▼
運
よ
く
楽
し
く
過
ご
せ
て
い
る
人
も

い
ま
す
が
、
慣
れ
な
い
環
境
は
知
ら
ず

知
ら
ず
の
う
ち
に
頑
張
っ
て
い
る
の

で
、
ふ
と
し
た
瞬
間
気
持
ち
が
折
れ
ま

す
よ
ね
。
こ
れ
っ
て
、
お
そ
ら
く
原
始

人
の
時
代
の
人
も
戦
国
時
代
の
人
も
、

昔
か
ら
新
人
あ
る
あ
る
だ
と
私
は
思
う

の
で
す
。
で
も
原
始
人
は
悩
ん
で
い
た

ら
マ
ン
モ
ス
に
踏
ま
れ
て
死
ん
じ
ゃ
う

し
、
戦
国
時
代
だ
っ
た
ら
切
ら
れ
て
死

ん
じ
ゃ
い
ま
す
が
、
現
代
は
平
和
で
す

し
、
選
択
肢
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
頑

張
っ
て
も
、
逃
げ
て
も
死
に
ま
せ
ん
。

人
生
１
０
０
年
。
笑
っ
て
過
ご
せ
る
日

を
増
や
し
ま
し
ょ
う
。	

（
Ｋ
）

編
集
後
記

　

昨
年
の
10
月
よ
り

お
願
い
し
て
い
ま
し

た
文
集
作
品
で
す
が
、

皆
さ
ん
よ
り
多
数
の

作
品
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。
ご
協
力
い
た

だ
き
ま
し
た
奨
学
生
・

保
護
者
・
卒
業
生
皆

さ
ん
の
現
在
の
貴
重

な
記
録
と
し
て
、
命

の
大
切
さ
を
広
く
多

く
の
方
に
知
っ
て
も

ら
い
、
ま
た
海
難
事

故
撲
滅
に
も
つ
な
が

る
こ
と
を
願
っ
て
本

会
55
周
年
記
念
文
集

を
作
成
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
ご
協
力
い

た
だ
き
ま
し
た
皆
さ

ん
に
心
よ
り
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

な
お
、
発
刊
に
つ

き
ま
し
て
は
、
２
０

２
５
年
10
月
ご
ろ
を

予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

５
月
14
日
（
水
）、
神
奈
川
県
横
須

賀
市
観
音
崎
公
園
内
「
戦
没
船
員
の
碑
」

に
て
、「
第
52
回
戦
没
・
殉
職
船
員
追

悼
式
（
主
催
：
（
公
財
）
日
本
殉
職
船

員
顕
彰
会
、
内
藤
忠
顕
会
長
）」
が
行

わ
れ
、
加
古
川
事
務
局
長
が
参
列
致
し

ま
し
た
。

　

６
月
11
日
（
水
）、
和
歌
山
県
高
野

山
大
学
・
黎
明
館
（
れ
い
め
い
か
ん
）（
和

歌
山
県
伊
都
郡
）
に
て
「
第
50
回
兵
庫

県
漁
民
物
故
者
合
同
供
養
祭
（
主
催
：

Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連
、
田
沼
政
男
会
長
）」
が

行
わ
れ
、
三
上
主
査
が
参
列
致
し
ま
し

た
。

　

物
故
者
の
方
々
の
ご
冥
福
を
心
よ
り

お
祈
り
致
し
ま
す
。

第
52
回

戦
没
・
殉
職
船
員
追
悼
式

第
50
回

兵
庫
県
漁
民
物
故
者
合
同
供
養
祭

都道府県別学資給与奨 学生 数
（2025 年 6 月末現在 / 単位：人）

都道府県
給与奨学生

合計
幼児 小学校 中学校 高校等 大学等

北海道 3 5 7 4 19
青森 1 3 4
岩手 1 2 （1）6 2 （1）11
宮城 2 1 1 3 7
秋田
山形
福島 3 2 3 3 11
茨城 1 1 2
千葉 1 1 4 2 8
東京
神奈川 2 2
新潟 1 1
富山 1 2 3
石川 1 （1）3 （1）4
静岡 1 1
愛知 1 1 2
福井 1 1
三重 2 2
京都
大阪
兵庫 1 1 1 3
和歌山 3 2 5
鳥取 2 2
島根
岡山
広島
山口
徳島
香川 1 1
愛媛 1 1 2
高知 1 1 2
福岡 1 1
福岡有明 1 1
佐賀玄海
佐賀有明
長崎 3 2 5
大分
熊本 2 2 1 5
宮崎 1 1
鹿児島 1 1 1 3
沖縄 1 2 3
合計 3 15 21 （2）42 31 （2）112

注 1：（　）内は特別支援学生で内数である。
注 2：休学中の者は数に含まない。

　

皆
さ
ん
か
ら
返
還
さ
れ
た
お
金
は
、

後
輩
の
奨
学
生
に
再
び
奨
学
金
と
し
て

活
用
さ
れ
る
資
金
と
な
り
ま
す
。
返
還

は
期
限
を
守
り
、
滞
る
こ
と
の
な
い
よ

う
に
お
願
い
し
ま
す
。
返
還
計
画
に
対

し
、
繰
上
一
括
返
還
を
し
た
場
合
「
報

奨
金
」
が
交
付
さ
れ
ま
す
。（
※
但
し
、

過
去
に
１
年
以
上
の
延
滞
が
あ
っ
た
者

は
除
く
、
そ
の
他
本
会
規
程
に
基
づ
き

該
当
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

　

な
お
、
転
居
・
ご
結
婚
等
さ
れ
た
方

は
「
変
更
届
」（
戸
籍
の
伴
う
変
更
の

場
合
は
戸
籍
謄
本
の
提
出
も
必
要
）
の

提
出
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
止
む
を
得
な
い
事
情
で
返
還

が
困
難
な
方
、
滞
納
金
で
悩
ん
で
い
る

方
は
本
会
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

０
３
―
３
５
１
８
―
６
１
２
１

返
還
奨
学
生
の
方
へ

～
漁
船
海
難
遺
児
と
母
の
文
集
～

＊
長
い
間
、
ご
支
援
を
頂
き
ま
し
て
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
就
職
も
決

ま
り
一
安
心
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か

ら
は
社
会
の
貢
献
に
が
ん
ば
り
ま
す
。

�
（
三
重　

大
卒
：
母
）

＊
今
ま
で
支
え
て
下
さ
っ
た
貴
会
の
皆

様
、
そ
し
て
支
給
業
務
に
携
わ
っ
て
下

さ
っ
た
全
て
の
皆
様
に
、
心
か
ら
御
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

�

（
鹿
児
島　

高
卒
：
母
）

＊
山
、
河
の
汚
染
、
際
限
が
あ
り
ま
せ

ん
ね
。
ま
ず
、
為
政
者
の
良
識
で
す
が
、

地
球
に
住
む
私
た
ち
こ
そ
、
早
く
め
ざ

め
て
、
幸
せ
に
共
生
し
た
い
も
の
で
す
。

�

（
埼
玉
県
）

＊
テ
レ
ビ
で
み
る
争
い
事
、
す
ご
い
事

で
す
。
人
間
が
よ
り
、
今
よ
り
も
っ
と
、

も
っ
と
と
欲
を
追
求
し
て
い
く
と
こ
ろ

に
気
づ
き
良
識
に
め
ざ
め
ね
ば
な
り
ま

せ
ん
ね
。�

（
埼
玉
県
）

▲本会の歴代文集（毎 5年）

　

ご
報
告
が
遅
く
な
り
ま
し
た
が
、
毎

年
文
化
祭
に
て
本
会
募
金
活
動
に
ご
協

力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
「
茨
城
県

立
海
洋
高
等
学
校
：
海
洋
祭
」
の
ご
紹

介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

開
催
日
は
2
0
2
4
年
10
月
25
日
・

26
日
、
一
般
来
場
者
は
7
0
0
名
と
多

く
の
皆
さ
ま
が
足
を
運
ば
れ
た
中
、
生

徒
会
・
実
行
委
員
会
の
皆
さ
ん
25
名
で

本
会
の
募
金
活
動
に
ご
協
力
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

温
か
い
ご
支
援
を
く
だ
さ
っ
た
皆
さ

ま
、
活
動
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た

皆
さ
ま
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

全
国
か
ら
の
募
金
活
動
報
告
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